
第1 部 宮城県内外の愛好家たちによるアンサンブル

出演団体: 東北大学リコ ー ダ ー アンサ ンブル .
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第2 部 首芸人
～ 笛の大博覧会 ルネッサンスから現代まで 一
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ソナタ (トラヴェ ル ソ & チ ェ ン バ ロ)
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岡坂慶紀 : 恋の 音取り (篠笛ソロ)

吉松隆 : デジタル バ ー ド組曲 ( フ ル ー ト& チ ェ ンバ ロ)
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第1 部 開場 12 : 3 0 開演 1 3 : 00

葉2 部 開場 15 : 舶 開演 15 : 30

仙台市

票票慧芸雷
- トセンタ ー 市民活動シアタ ー

一 番町四 丁目1 -
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地域のリコ
ー

ダ
ー

愛好家が集う年に
一

度のお祭り｢ リコ
ー ダ ー

フ ェ スティバル 冊山台｣ ｡ 第2 回目となります今回は ､ 宮

城県の みならず福島 ､ 山形 ､ 東京からも愛好家の方々が参加 む/プロの 演奏は ､ 関西から森本美希きんをお招き致します 8

森本英希さんは ､ ルネッサンスからバッ ロク､ 古典､ 現代と様々な時代ぬ 曲を様々な笛を使っ て演奏して下さいます6

笛と名の付く物は何でもござれ!? 果てはど -

ルびんまで吹くと言う笛の達人 9 関西人のお笑いもたっぷりの文字どおり

『笛芸人』をどうぞご堪能下さし㌔

《演奏者プロフィ ー
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一丸 /●
~~
1
ユ

ゝ封憧
-
ノ

′

ノl

笛 : 森本 美希(もりもと ひでき)

京都市立芸術大学修士課程修了 ｡ 大学院市長賞､
2 8 1 2 年 日本フル ー トコン ヴェン

ションコンク ー

ルアン サンブル 部門第1 位などを受賞･｡ 現在 ､ テレマン室内管弦楽団フ

ル ー ト奏者､
ムラマツフル

ー

トレ ッス ンセンタ ー 講師､
｢ 京都バロ サケ楽器アンサンブ

ル｣ 代表､ フ ル
ー

ト四重奏団｢ アン サンブル
･

リ ュネット｣ の リ ユ ダ ー

､ 現代音楽アンサ

ンブル｢ ネクストマ ッシ ュ ル
ー ム i プロ モ ー

ション｣ メンバ
ー

｡

2 0 8･6 年第1 2 回丹波の森国際音楽祭( シュ
ー ペ ルティア

ー デ丹波∋､ 2 0 1 2 年第38 回

韓国国際音楽祭にソリストとして 出演 ｡ 古楽器奏者としてもコ レギウム
･

ムジウム ヰ

レマ ンの C D 録音〔日本コ ロ ムビア ､ ナミレコ ー ド) ､ ライブツイヒバッ ハ フ ェ スティバ ル

2 帥3 などを含む多数の演奏に参加して いるl~暴か､

.
京都バ ロック楽器アンサ ンブル の

代表としても数多く
■
の演奏会をプロ デ ュ

ー

スして いる ゎ

これまでにフル ー トを安藤史子 ､ 大嶋義美､ 伊藤公
一

･.､ 白石孝子 の 各氏に師事｡ 故

J .

ペイカ ー

､ M .ラJJ l -

､ C . ラ ル デ､ T . ウイ､ P h .
ベ ルノルド､ ｣ . フ ェ ランディス 各氏の マ

スタ ー クラスを受講 . 古典フ ル ー

ト奏法を竹林秀志 ､ リサ
･ ヘ ズノシウク､ マ ルク･ ア ン

タイーの 各氏 に学ぷ ◎ 能管を左鴻泰弘氏 に ､ 篠笛を藤舎貴生氏に師事 ｡ 現在 ､ 京都市

立芸術大学大学院博士後期課程 に在籍し､ フル
ー トおよびゲオルク

･ フィリップ
･

テレ

マン に つ い ての 研究を行 っ ている｡

チ ェンバロ : 岩成 玲子(いわなり れい こ;

滋賀県出身B 同志社 女子大学卒業 ｡ 同大学音楽学会《.頒啓会》専修
生修 了 ｡

2 0~0 5 年より渡仏｡. 3 年間アンジェ音楽院にて学ぷ｡

2 0 0 8 年よリロ ー

ダノ
ー 財団の 国際親善奨学生として ､

モ ントリオ ー ル の M c G 川

大学音楽学部古楽器科で学ぶ.Q

これまでにチ ェン バ ロをF r a n c p･i s e M A R M IN . H a/ n k K N O X , 有賀 の ゆり､ 井岡み ほ

の蜃氏 に師事 8 通奏低音を舶 n k K N O X ､ ､ 原 口真奈美の各氏に師事 ｡ フランス や

ヘ ルキ ー

､ オラン ダ､ カナタて の 講習会 ､
Rir l al d o A L E S S A N D Rt N t .

T r e v Q r PtN N･O C K , ､ B o b v a n A S P E R E N ､ G a r y G O O P E R 各氏の マスタ
ー

クラスや

レッス ンなどでも研撰を積む ｡

帰国後チェ ンバ ロでのコン サ ー

ト活動 ､ チェ ンバ ロ や通奏低音の レッ スン ､ また

現在は仙 台市で守安功氏 による講習会を主催しているり

亡 二 言 鈍 重軒′〔 二 』 芦
r

-

竜薩∈箋き … こ二三 塵感 抱 く ニュ 表感芦
F 苛重要箋訂

《会場の ご案内》

仙台市市民活動サポ ー トセンタ ー

市民活動をアタ
一

日山台市青葉区
一

番町四 丁目1 - 3 地 下1二階)
T E L O 2 2 - 2 1 2 - 3 0 1Q ) F A X O 22 - 2 6肇- 4 0 4 2

･ J R 仙台駅西 口 から徒歩約■1 5 分(.約1 .1 k m )
･ 地下鉄広瀬通駅西5 番出口すぐ
･ 市営バス｢ 商工 会議所前｣ 徒歩3 分
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